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本書では、 HP Operations Manager (HPOM) バージョ ン 9.20 の概要について説明します。 こ れには、 マニュ アル

やオンライン ヘルプに記載さ れていない重要な情報も含まれます。

本書の最初のページには、 ソ フト ウェ アのバージョ ンを表すバージョ ン番号と発行日が記載さ れています。 発行
日は、 本書の更新のたびに変更さ れます。 最新の更新を探したり、 現在使用しているエディ ショ ンが最新である
かどうかを確認するには、 以下の場所で 「Operations Manager for UNIX」 を選択してく ださ い。

http://support.openview.hp.com/selfsolve/manuals

本書には、 以下のト ピッ クに関する情報が記載さ れています。

• HPOM 9.20 の新機能

• HPOM 9.20 のインスト ールに関する注意点

• HPOM サポート マト リクス

• HPOM 9.11 で追加さ れた機能

• HPOM 9.20 と他の HP ソ フト ウェ アソ リューショ ン

• サポート 廃止について

• 既知の問題、 制限、 回避策

• ローカ ル言語のサポート

• ドキュメ ント の更新情報

• ドキュメ ント の正誤表 

• HP ソ フト ウェ アサポート

• ご注意
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HPOM 9.20 の新機能

本項では、 HPOM 9.20 リ リースで提供さ れる新規サポート 内容、 新機能、 および機能拡張について説明します。

新機能

HPOM 9.20 に導入さ れた新機能は以下のと おりです。

PostgreSQL データベースサポート

PostgreSQL はオブジェ ク ト 関係データベース管理システ ム (ORDBMS) で、 オープンソースラ イセンスである

PostgreSQL ライセンスのもとでリ リースさ れた、 フリーのオープンソースソ フト ウェ アです。

注記 PostgreSQL データベースを使用する HPOM 9.20 は、ク ラスタ環境ではサポート さ れていません。

PostgreSQL データベースのインスト ールについての詳細は、 『HPOM 管理サーバーインスト ールガイド』 を参照

してく ださ い。

HPOM ヘルスモニター

HP Operations 管理サーバーのヘルスは登録さ れたモニター (特定のリソースのステータスを監視するための特殊

ツール) によって監視さ れ、そのヘルスステータスは登録さ れたすべてのク ライアント に転送さ れます。登録さ れ

たク ライアント はヘルスデータを、 (登録さ れたク ライアント のタ イプに応じて ) フ ァイル、 データベース、 また

はリ モート アプリケーショ ンのいずれかに送信します。

ヘルスモニターは、 HP Operations 管理サーバープロセスの一部と して実行さ れる opchealth デーモンによって

実行さ れます。

詳細は、 『HPOM 管理者リフ ァレ ンスガイド』 を参照してく ださ い。

Agent Running and Reachable

Agent Running and Reachable (ARR) コ ンポーネント は、 ヘルスモニターデーモンで制御でき るヘルスモニター

です。 すべての ARR イベント  (NODE DOWN、 AGENT DOWN など) は、 ヘルスモニターデーモンによってク ライアン

ト に転送さ れます。 詳細は、 『HPOM 管理者リフ ァレ ンスガイド』 を参照してく ださ い。

エージェ ント のヘルスチェ ッ ク

ヘルスチェ ッ ク  (HC) コ ンポーネント は、管理対象ノ ードから管理サーバーへの継続的なメ ッ セージフローの制御

と、 管理対象ノ ードから受け取る HP Operations Agentのヘルスステータスの監視を行います。 詳細は、 『HPOM
管理者リフ ァレ ンスガイド』 を参照してく ださ い。

イベント スト ー ムフィ ルター

イベント スト ー ムフィ ルター (ESF) プログラ ムは、 イベント スト ー ム (短時間での大量のイベント の生成) が検出

さ れたときに HPOM のイベント をフィ ルター処理する仕組みを提供します。 詳細は、 『HPOM 管理者リフ ァレ ン

スガイド』 を参照してく ださ い。
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スマート カード認証

HPOM 9.11 で導入さ れた証明書認証機能が拡張さ れ、CAC だけでなく 、 あらゆる種類のスマート カードや証明書

がサポート さ れるようになりました。 HPOM でスマート カード認証を設定すると、 有効な証明書を提供するオペ

レータだけに HPOM ユーザーインタ フェースへのアクセスが制限さ れます。 こ れにより、 セキュ リティ が強化さ

れ、 アクセスの手続きが簡素化さ れます。 詳細は、 『HPOM 管理者リフ ァレ ンスガイド』 を参照してく ださ い。

設定のオンライン同期

複数の管理サーバーが稼働する環境で、 一次管理サーバーと他のサーバーとの間の HP Operations 管理サーバー

データの同期を、 opccfgsync コマンド ラインツールを使用して行えるようになりました。 詳細は、 『HPOM 管理

者リフ ァレ ンスガイド』 を参照してく ださ い。

非 root での運用

HPOM 管理サーバープロセスを非 root ユーザーのアカ ウント で実行でき るようになりました。 非 root ユーザー

は、 root ユーザーと比較して使用でき る権限が制限さ れたユーザーです。

非 root ユーザーと して HPOM を実行する場合でも、 こ れまで root ユーザーのみで実行さ れていたタスクのほと

んどを実行できます。 非 root での運用の制限については、 『HPOM コ ンセプト ガイド』 を参照してく ださ い。

複数のエージェ ント インスト ールインスタ ンス

複数のエージェ ント インスト ールインスタ ンスを並行して実行 ( つまり、 複数の inst.sh スク リプト を同時に実

行) でき るようになりました。この機能を有効にするには、OPC_AGT_MULTI_INST サーバー設定変数を  TRUE に設

定します。 詳細は、 『HPOM 管理者リフ ァレ ンスガイド』 を参照してく ださ い。

サーバー設定変数の詳細は、 『HPOM Server Configuration Variables』 を参照してく ださ い。

Agent Bootstrap インスト ール

inst.sh スク リプト を使用した新し いリ モート エージェ ント インスト ール方式が利用でき るようになりました。

Agent Bootstrap インスト ールでは、SSH 通信プロト コ ルに基づいたセキュ アなフ ァイル転送および実行方法を使

用しま す。 このために、 HPOM は SSH ク ラ イアント と して機能するサー ドパーティ 製ユーティ リティ である

PuTTY を使用します。

詳細は、 『HPOM 管理者リフ ァレ ンスガイド』 を参照してく ださ い。

Java GUI でのメ ッ セージの動的フィ ルターの作成

ノ ードレ イアウト グループに基づいてメ ッ セージに対する動的フィ ルターを作成するこ とができます。 こ れは、
ノ ードレ イアウト グループが更新 (1 つまたは複数のノ ードが追加または削除 ) さ れたときに、 選択したレ イアウ

ト グループに属するノ ードに対するメ ッ セージを表示するようにメ ッ セージフィ ルターが更新さ れるこ とを意味
します。 さ らに、 フィ ルターで複数のノ ードレ イアウト グループを選択するこ ともできます。 フィ ルターブラウ
ザにド ラッ グアンド ドロッ プしてノ ードレ イアウト グループを追加すると、 追加したノ ードレ イアウト グループ
がフィ ルターリスト に表示さ れます。
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新し い変数

次のサーバー設定変数が導入さ れました。

サーバー設定変数の詳細は、 『HPOM Server Configuration Variables』 を参照してく ださ い。

次のメ ッ セージ関連の変数が導入さ れました。

監査関連およびメ ッセージ関連の変数についての詳細は、『HPOM 管理者リフ ァレ ンスガイド』を参照してく ださい。

機能拡張

次の機能が改良さ れています。

アクセシビリティ

管理 UI ユーザーおよび Java GUI ユーザーにおいて Web アクセシビリティ が改善さ れています。 Web アクセシ

ビリティ とは、 ハンディ キャッ プのあるユーザーにとって理解し やすい Web サイト にするこ とです。次の機能が

利用でき るようになりました。

• Java GUI

— Java GUI での操作に使用するすべての Java GUI 画像に、 対応する代替テキスト  ( 「alt テキスト 」 ) が付

きます。

— Java GUI でキーアクセラレータがいく つか使用でき るようになりました。 詳細は、 『HPOM Java GUI オ
ペレータ ガイド』 を参照してく ださ い。

— 視覚的なフォーカスと タ ブのシーケンスが改善さ れています。

• 管理 UI

— 管理 UI のすべてのページにタ イト ルが付きます。

— 管理 UI での操作に使用するすべての管理 UI 画像に、対応する代替テキスト  (「alt テキスト 」) が付きます。

アクセシビリティ が管理 UI に部分的に実装さ れています。 完全なソ リューショ ンは、 次回の HPOM リ リー

スで利用でき るようになる予定です。

管理 UI の使用方法についての詳細は、 HPOM 管理 UI ヘルプを参照してく ださ い。

OPC_AGT_MULTI_INST

OMU_AUDIT_LOG_MAXSIZEa

OMU_NO_AUDIT_PROCSa

OPC_CASE_SENSITIVE_SEARCH
OPC_JGUI_ALLOWED_OPERATOR
OPC_JGUI_DENIED_OPERATOR

a. この設定変数は監査のサポート 用に導入されたものです。

OPC_JGUI_ALLOWED_HOSTNAME
OPC_JGUI_DENIED_HOSTNAME
OPC_JGUI_RECONNECT_FROM_GLOB_SETT
OPCSVCAM_IGNORE_SVCINSTANCE_CREATE_FAIL_LOGGING
OPCUIWWW_LOG_SIZE

$OPC_MSG.TIME_CREATED.HOURS
$OPC_MSG.TIME_CREATED.MINUTES
$OPC_MSG.TIME_CREATED.SECONDS

$OPC_MSG.TIME_CREATED.YEAR
$OPC_MSG.TIME_CREATED.MONTH
$OPC_MSG.TIME_CREATED.DAY
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Java GUI

itooprc リソースフ ァイルに def_mvf_operator と いうパラメ ータが追加さ れています。 このパラメ ータはデ

フォ ルト のメ ッ セージ表示フィ ルターオペレータをカスタマ イズするのに使用します。デフォ ルト 値は contains
です。 詳細は、 『HPOM Java GUI オペレータ ガイド』 を参照してく ださ い。

その他

• サービスのプロフ ァイルへの割り当てが、デフォ ルト で有効化さ れるようになりました。こ れらの割り当てを
有効化するのに、 OPCSVC_CONSIDER_PROFILES 変数を  TRUE に設定する必要はありません。

• インスト ルメ ンテーショ ンのカテゴリを、 ポリシー、 ポリシーグループ、 ノ ードに加えて、 ノ ードグループに
も割り当てるこ とができ るようになりました。

• メ ッ セージ変更機能が改善さ れています。 メ ッ セージ属性 ( オブジェ クト 、 アプリケーショ ン、 サービス名、

メ ッ セージグループ、 重要度、 メ ッ セージテキスト ) を変更でき るようになりました。 また、 カスタ ムメ ッ

セージ属性の削除も可能になりました。

• Java GUI と管理 UI の両方で、 オンラインヘルプシステ ムを すべて検索でき るようになりました。

その他の変更点

• データベースの制限により、サーバー設定変数 OPC_MAX_DUPL_ANNO を使用して指定さ れる重複するメ ッ セー

ジ注釈の最大数が 99999 になりました。 こ れより大きな値を設定しても、 その値は無視さ れて、 値 99999 が
使用さ れます。 値を  0 (デフォ ルト ) に設定した場合、 値 99999 が使用さ れます。

• 管理 UI: jetty.xml フ ァイル内のキースト アのパスワードが暗号化さ れます。 こ れを変更する場合は、 次の

コマンドを実行します。

/opt/OV/OMU/adminUI/adminui password -u keystore -p <password> -a
暗号化さ れたキースト アのパスワードを取得するだけの場合は、 -a オプショ ンを指定せずにこのコマンドを

実行してく ださ い。

また、次のコマンドを実行するこ とにより、パスワードの暗号化版を  GUI を介して取得するこ ともできます。

/opt/OV/OMU/adminUI/adminui password -u keystore -i

注記 この GUI には入力したパスワードの暗号化版が表示さ れるだけです。 管理 UI の設定は変更さ

れません。

新規サポート 内容

HPOM 9.20 では、 以下がサポート さ れます。

• サポート さ れるデータベースのバージョ ン

— PostgreSQL データベース 9.1、 9.2、 9.3

— Oracle Database 11.2.0.4

Oracle Database 11g Release 2 の Enterprise Edition、 Standard Edition、 または Standard Edition One 
11.2.0.4 がサポート さ れます。

• QCCR1A173274CentOS Linux 6.x

CentOS Linux 6.x オペレーティ ングシステムで、 HP Operations 管理サーバーを実行できるよう になりました。
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重要 Oracle の制約により、 HPOM は CentOS Linux 上で動作する Oracle データベースをサポート

していません。

• QCCR1A157990Oracle Linux 6.x

Red Hat Compatible Kernel と  Unbreakable Enterprise Kernel の両方がサポート さ れています。

• サポート さ れる Web ブラウザ

— 管理 UI

Microsoft Internet Explorer 11 以上 (CITRIX ではサポート さ れません)、 Chrome 32 以上、 Safari 7 以上

— Java GUI

Microsoft Internet Explorer 11 以上、 Chrome 32 以上、 Safari 7 以上

• サポート さ れる JRE バージョ ン

— Windows: JRE 1.7.0_51

— Linux および Solaris: JRE 1.7.0_25

— HP-UX: JRE 1.7.0_21

注記 HPOM 9.20 によりサポート されるバージョ ンの最新情報は、 「HPOM サポート マト リクス」 (9 ページ)
を参照してく ださ い。
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HPOM 9.20 のインスト ールに関する注意点

HPOM 9.20 のインスト ール要件と インスト ール手順は、 『HPOM 管理サーバーインスト ールガイド』 に記載さ れ

ています。 HPOM のインスト ールが完了すると、 このドキュメ ント は以下の場所に格納さ れます。

/opt/OV/www/htdocs/ito_doc/C/manuals/InstallationGuide.pdf

ご使用のドキュメ ント が最新版かどうかは、 次のサイト で確認できます。

http://h20230.www2.hp.com/selfsolve/manuals

HPOM メ ディ ア DVD に収録さ れている readme フ ァイル (README.txt) には、HPOM メ ディ ア DVD の内容と構

成、 および製品とマニュ アルが格納さ れる場所に関する説明があります。

ハードウェ ア要件

『HPOM 管理サーバーインスト ールガイド』 に記載さ れている要件リスト に加え、次のハードウェ ア要件をシステ

ムが満たしているこ とを確認してく ださ い。

• HP Operations Agent に必要なディ スク容量は、プラッ ト フォー ムによって異なります。HP Operations Agent
のディ スク容量要件についての詳細は、 HP Operations Agent のドキュメ ント を参照してく ださ い。

ソ フト ウェ ア要件

本項では、 「HPOM サポート マト リクス」 (9 ページ) に記載さ れていない追加のソ フト ウェ ア要件を示します。

Oracle データベース

Oracle データベースでは、前提条件とさ れるいく つかの OS パッ チを インスト ールする必要があります。こ れは、

以下の場所からダウンロードできます。

• Oracle 11.1 の場合:

http://docs.oracle.com/cd/B28359_01/install.111/b32285/toc.htm

• Oracle 11.2 の場合: 

http://docs.oracle.com/cd/E11882_01/install.112/e24326/toc.htm

パッ チは、 オペレーティ ング システ ムの公式サイト で入手できます。

Oracle データベースのインスト ールと設定についての詳細は、 『HPOM 管理サーバーインスト ールガイド』 を参

照してく ださ い。

Java GUI

HPOM Java GUI を インスト ールする前に、システ ムがハードウェ アおよびソ フト ウェ ア要件を満たしているこ と

を確認してく ださ い。

HPOM には、サポート さ れるすべてのプラッ ト フォー ム用の JRE がバンド ルさ れています。サポート さ れる JRE
バージョ ンについては、 次の場所にあるサポート マト リクスを参照してく ださ い。

http://support.openview.hp.com/selfsolve/document/KM323488

JRE を インスト ールしたディ レクト リの位置を、 次の例のように JAVA_DIR 環境変数に設定します。

export JAVA_DIR=/opt/OV/nonOV/jre/b
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HP Operations Agent

HP Operations Agent ソフト ウェアは、HPOM 9.20 以降のバージョ ンには付属されなく なりました。サポート されて

いるエージェント のバージョ ンについては、 エージェント メ ディ ア  11.1x を  HP に依頼して入手してく ださい。

重要 HP Operations Agent を インスト ールするための前提条件として、 システ ムは、 オペレーティ ング

システ ムに固有のソ フト ウェ ア要件およびハード ウェ ア要件を満たしている必要がありま す。 サ
ポート さ れるプラッ ト フォー ムについての詳細は、 「HPOM サポート マト リクス」 (9 ページ ) を参

照してく ださ い。 要件についての詳細は、 HP Operations Agent のドキュメ ント  
(http://support.openview.hp.com/selfsolve/manuals) に記載さ れています。

HPOM のインスト ール時には、 エージェント ソフト ウェアの場所の入力が求められるため、 必ずエージェント ソフト

ウェアにアクセスできるようにしておいてく ださい。エージェント は、インスト ール後に管理対象ノ ードに配布します。

注記 IPv6 ベースのサーバーと エージェ ント 間の通信に最低限必要な HP Operations Agent のバージョ

ンは 11.13 です。 IPv6 を使用するための HPOM 環境の設定方法の詳細は、 『HPOM 管理者リフ ァ

レ ンスガイド』 を参照してく ださ い。

バージョ ン 11.03 以降の HP Operations Agent の Force オプショ ンを使用したインスト ールでは、 プロフ ァイル

フ ァイルが読み込まれます。HP Operations Agent を正常にインスト ールするためには、この点に注意してく ださ

い。 次のフ ァイルで MINPRECHECK オプショ ンなどの設定可能な値を指定する必要があります。

/etc/opt/OV/share/conf/OpC/mgmt_sv/bbc_inst_defaults

こ れらの値はプロフ ァイルフ ァイルに格納さ れ、Force オプショ ンを指定したエージェ ント のインスト ール時に読

み込まれます。

ク ラスタ環境

HP Operations 管理サーバーは、HP Operations Agent がク ラスタノ ードにすでにインスト ールさ れているク ラス

タ環境にインスト ールできます。

管理 UI

管理 UI を インスト ール、更新、または再接続する際に、製品の JavaScript コードの変更が原因で問題が発生する

可能性があります。 こ れらの問題を回避するには、 ブラウザのキャッ シュを消去するか、 Web アプリケーショ ン

サーバーに再接続した後で 「Shift-再読み込み」 を使用します。

管理 UI のインスト ールと設定に必要な前提条件およびインスト ール手順についての詳細は、 『HPOM 管理サー

バーインスト ールガイド』 を参照してく ださ い。
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HPOM サポート マト リクス

HPOM でサポート さ れるオペレーティ ングシステ ムバージョ ンの最新情報は、 次の場所にあるサポート マト リク

スを参照してく ださ い。

http://support.openview.hp.com/selfsolve/document/KM323488

適切な製品サポート サービスを お申し込みいただいたお客様は、 更新版または最新版を ご入手いただけます。 詳
細は、 HP の営業担当にお問い合わせく ださ い。

注記 一部のサポート を除き、 サポート のご利用には、 HP Passport ユーザーと してご登録の上、 サイン

インしていただく 必要があります。また、多く のサポート のご利用には、サポート 契約が必要です。

サポート のアクセス レベルの詳細を確認するには、 以下の URL にアクセスしてく ださ い。

http://support.openview.hp.com/access_level.jsp

HP Passport に登録して  ID を取得するには、 以下の URL にアクセスしてく ださ い。

http://h20229.www2.hp.com/passport-registration.html
9
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HPOM 9.11 で追加さ れた機能

本項では、 HPOM 9.11 で追加さ れた最も特徴的な機能について説明します。

HPOM 9.11 で追加さ れた機能は以下のと おりです。

• CAC 認証

HPOM では、 ユーザーの認証と ユーザーへの権限付与のために CAC テク ノ ロジがサポート さ れていま す。

HPOM で CAC 認証を設定すると、正し い CAC に正し い証明書を使用したオペレータだけに HPOM ユーザー

インタ フェースへのアクセスが許可さ れます。こ れにより、セキュ リティ が強化さ れ、 アクセスの手続きが簡
素化さ れます。

HPOM 9.20 では、 CAC 認証はスマート カード認証機能の一部と して利用できます。 詳細は、 『HPOM 管理者

リフ ァレ ンスガイド』 を参照してく ださ い。

• IPv6 ベースの通信

HPOM は、 IPv6 インターネッ ト プロト コ ルベースのネッ ト ワークを介した通信をサポート しています。

IPv6 ベースのサーバーと エージェ ント 間の通信に必要な HP Operations Agent のバージョ ンは 11.13 です。

IPv6 を使用するための HPOM 環境の設定方法の詳細は、 『HPOM 管理者リフ ァレ ンスガイド』 を参照してく

ださ い。

重要 HPOM 9.11.xx で CAC 認証や IPv6 ベースの通信を使用するには、 HPOM 9.11 のパッ チを すべて

インスト ールしておく 必要があります。パッ チと インスト ールの詳細は、『HPOM リ リースノ ート 』

のバージョ ン 9.11.100 を参照してく ださ い。

HPOM 9.11 の新機能、機能拡張、その他の変更点についての詳細は、『HPOM リ リースノ ート 』 のバージョ ン 9.11
を参照してく ださ い。
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HPOM 9.20 と他の HP ソ フト ウェ アソ リューショ ン

統合

HPOM 9.20 は、 他の HP ソ フト ウェ アソ リューショ ン (Network Node Manager i (NNMi)、 Business Service 
Management (BSM) など) と統合できます。 完全なリスト と詳細については、 以下の場所にあるサポート  Web サ
イト を ご覧く ださ い。 http://support.openview.hp.com/sc/integration_catalog.jsp

共存

HPOM 9.20 は、 同一システ ム上で以下の HP ソ フト ウェ ア製品と共存できます。

• HP Operations Agent 11.1x

• HP Performance Manager 9.xx

• SiteScope 11.12 以降

一部の HP ソ フト ウェ ア製品がすでにインスト ールさ れているシステ ムには、 HPOM 9.20 を インスト ールできま

せん。 以下の HP ソ フト ウェ ア製品は、 HPOM と併用するこ とは可能ですが、 リ モート システ ムにインスト ール

さ れている必要があります。

• Network Node Manager i (NNMi) 8.xx および 9.xx

• Business Service Management (BSM) 9.xx
11
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サポート 廃止について

本項では、 HPOM の今回のリ リースでサポート が廃止さ れた機能を示します。

廃止されたドキュメ ント

以下のドキュメ ント は HPOM に付属しなく なりました。

• 『HPOM Administration UI Release Notes』

このドキュメ ント に記載さ れていた情報は、 『HPOM リ リースノ ート 』 (本書) に記載さ れています。

• 『HPOM HTTPS Agent Concepts and Configuration Guide』

このガイドに記載さ れていた情報は、 HPOM の各種マニュ アルと  HP Operations Agent のマニュ アルに分配

さ れました。

• 『HPOM Administration UI Administration and Configuration Guide』

このガイドに記載さ れていた情報は、 『HPOM 管理者リフ ァレ ンスガイド』 で提供さ れています。

• 『HPOM 管理 UI インスト ールガイド』

このガイドに記載さ れていた情報は、 『HPOM 管理サーバーインスト ールガイド』 に記載さ れています。

• 『HPOM 管理 UI ユーザーガイド』

ユーザー関連の内容については、 『HPOM 管理 UI ヘルプ』 を使用できます。 こ れは、 HPOM 管理 UI オンラ

インヘルプの PDF 版です。

• 『HPOM Custom Process Management White Paper』

このホワイト ペーパーに記載さ れていた情報は、 『HPOM 管理者リフ ァレ ンスガイド』 に記載さ れています。

• 『HPOM High Availability Manager White Paper』

このホワイト ペーパーに記載さ れていた情報は、 『HPOM 管理者リフ ァレ ンスガイド』 に記載さ れています。

• 『HPOM Authenticating Administration UI Users Using PAM or LDAP White Paper』

このホワイト ペーパーに記載さ れていた情報は、 『HPOM 管理者リフ ァレ ンスガイド』 に記載さ れています。

その他

• HPOM 9.20 では、 opcpkgdwn ツールは使用さ れなく なりました。

• 09.0X.300 コ アパッ チで導入さ れた HPOvOprEl バージョ ン 2.11 以降では、 opr.el 名前空間内でライセンス

関連の設定 SwitchOffWarning および Severity は使用さ れません。

• 以下のツールが HP Operations 管理サーバーから削除されました。 SelfMon、dhcp_postproc.sh、ホッ ト フィ ッ

クス配布ツール、 および ServiceMOMExample.tar。

• Microsoft Internet Explorer 8 と  Mozilla Firefox 17 のサポート は廃止さ れました。
12
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• ECS Designer のサポート は廃止さ れました。 このため、 ECS サーキッ ト は HPOM 上で変更できません。 た

だし、 インポート は引き続き行えます。 詳細は、 『HPOM コ ンセプト ガイド』 を参照してく ださ い。
13
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既知の問題、 制限、 回避策

HPOM 9.20

管理サーバー

症状 QCCR1A155877
ovocomposer で Java 1.7 のサポート が必要

ovocomposer -ui コマンドを実行したときに、 次のエラーメ ッ セージが表示さ れます。

ERROR: The current version of java (1.7) is not supported. INFO : The supported java 
versions are: 1.5 and 1.6.

解決策

HP サポート からホッ ト フィ ッ クスを入手できます。

症状 QCCR1A172348

mondbfile ポリシーが、 関係ないにもかかわらず、 PostgreSQL と非 root 環境に割り当てられています。

解決策

mondbfile の呼び出しは PostgreSQL と非 root 環境に影響を及ぼしません。そのため、mondbfile ポリシーの割

り当ては手動で削除できます。 Oracle と  root での運用に切り替える場合は、 このポリシーを切り替え後の環境

で使用でき るように、 必ずポリシーの再割り当てを行ってく ださ い。

症状 QCCR1A173361
選択さ れたオペレータの Oracle SQL レポート に、 間接的に割り当てられたアプリケーショ ンが表示さ れない

Oracle sel_oper SQL レポート に、 選択さ れたオペレータに間接的に割り当てられているアプリケーショ ンが表

示さ れません。

解決策

現在のところ、 利用可能な解決策はありません。

症状 QCCR1A174531
データベースが PostgreSQL の場合でも、 アッ プグレード時に HPOvOUOracleB パッ ケージにより  OpC/db バ
イナリが Oracle に再リ ンクさ れる

HPOM で PostgreSQL データベースが使用さ れている場合でも、 HPOvOUOraB パッ ケージのインスト ールまたは

アッ プグレードにより、 HPOM バイナリが Oracle バージョ ンに再リ ンクさ れます。

HPOvOUOraB パッ ケージがインスト ールまたはアッ プグレードさ れると、次のリ ンクが /opt/OV/bin/OpC に作成

さ れます。

opcsvcupl -> db/opcsvcupl
opc_dbinit -> db/opc_dbinit
opcdbinst -> db/opcdbinst
opcagtdbcfg -> db/opcagtdbcfg
opcactupl -> db/opchistupl
opcadddbf -> db/opcadddbf
opcdbmsgmv -> db/opcdbmsgmv
opcactdwn -> db/opcactdwn
14
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opcsvcdwn -> db/opcsvcdwn
opcunack -> db/opcunack
opchistdwn -> db/opchistdwn
opcuistartupmsg -> db/opcuistartupmsg
opcack -> db/opcack
opchistupl -> db/opchistupl
opccfgdwn -> db/opccfgdwn
opcswpatch -> db/opcswpatch
opccfgupld -> db/opccfgupld
opcdbidx -> db/opcdbidx
opcdbpwd -> db/opcdbpwd

このため、 HPOM で PostgreSQL データベースを使用している場合はサーバーエラーが発生します。

解決策

psql コマンド  opcdblink を実行して、 適切なリ ンクを作成します。

症状 QCCR1A174127
HP Operations 管理サーバーの削除後に HA Manager デーモンが実行さ れたままになる

HA Manager が設定さ れていて実行中の場合、 ovoremove ツールを使用して HP Operations 管理サーバーを削除

した後も、 HA Manager は実行中のままになります。

解決策

HP Operations 管理サーバーを削除する際に、 opchamgr の PID を確認し、 このプロセスを  kill コマンドを使用

して停止します。

症状  QCCR1A172313
データベースの再初期化後に管理 UI および SiteScope の設定を アッ プロードする必要がある

データベースの再初期化では、 デフォ ルト インスト ールのすべてのポリシーがアッ プロードさ れる訳ではありま
せん。opcdbinit -c を使用してデータベースを再初期化した場合、SiS や SPI などの設定コ ンポーネント はアッ

プロードさ れません。 HP Operations 管理サーバーのデフォ ルト 設定のみがアッ プロードさ れます。

解決策

データベースを再初期化する前に、opccfgdwn ツールを使用してすべての設定を ダウンロードします。データベー

スを再初期化した後に、 opccfgupld ツールを使用してダウンロードした設定を アッ プロードします。

症状 QCCR1A130743
I/O アプリケーショ ンの終了後にウィ ンドウが閉じない

Java GUI から起動した I/O アプリケーショ ンの正常終了後に、 次の出力が表示さ れます。

rlogin:connection closed.

ただし、 ウィ ンドウは表示さ れたまま閉じません。

解決策

右上にある [X] ボタ ンをク リッ ク してウィ ンドウを閉じます。
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症状 QCCR1A144819
純粋なセルフ モニタ リ ングと エージェ ント のヘルスチェ ッ ク との間のメ ッ セージ相関処理が存在し ないため、
メ ッ セージが重複している

セルフ モニタ リ ング機能と エージェ ント のヘルスチェ ッ クコ ンポーネント を使用した場合、 エージェ ント のヘル
スステータスに関するアラー ムメ ッ セージが重複するこ とがあります。つまり、セルフ モニタ リ ングからのアラー
ムメ ッ セージと ヘルスチェ ッ クからのメ ッ セージの両方で、 エージェ ント 関連の同一の問題が報告さ れる可能性
があります。 こ れを防止するためのメ ッ セージ相関処理のような仕組みはありません。

解決策

メ ッ セージブラウザで重複した (セルフ モニタ リ ングの) アラー ムメ ッ セージを手動で確認します。

症状: 
Agent Bootstrap インスト ール方式で、UNIX または Linux 管理サーバーから  Windows ノ ードへのエージェ ント

のインスト ール時にエラーが表示さ れる

Agent Bootstrap で次のエラーが表示さ れます。

エラー : Windows ノードでは、 Agent Bootstrap アクセス方法はサポート されていません。

このエラーが発生しても インスト ールは停止しません。

解決策

インスト ールはサポート さ れているモードで続行するため、 このメ ッ セージは無視してかまいません。

症状:
11.13.007 の HP Operations Agent を インスト ールする際に Agent Bootstrap インスト ール方式が失敗する

Agent Bootstrap モードで実行した場合、 inst.sh スク リプト は次のエラーを生成して終了します。

ERROR:   (depl-81) Unable to deploy 'OVO-Agent.xml' to node

         '<agenthostname'>.

          (depl-301) Command '/bin/sh -c "/opt/OV/bin/OpC/agtinstall/

         runplink.sh ************************** root example.example.com "/bin/

         rm -rf  "/var/opt/OV/installation/inventory/

         Operations-agent_OALIN_00031.xml""' terminated with an error:

         /bin/rm: missing operand

         Try `/bin/rm --help' for more information.

解決策

次のいずれかの解決策を選択します。

• Agent Bootstrap 方式の代わりに、 管理サーバーベース (オプショ ン = 1) のインスト ール方式を使用します。

• エラーメ ッセージを無視して、ovc -start を使ってリ モート エージェ ント を手動で開始します。その後、opcragt
-status <agent_hostname> を使用して、 エージェ ント とサーバー間の基本的な通信を確認します。

症状 QCCR1A142521
HP Operations Agent 11.xx を インスト ールする際に Windows インスト ールサーバー方式が失敗する

HP Operations Agent 11.xx をホスト する専用の Windows システ ム上でインスト ールサーバーのインスト ールと
設定を正常に実施した後に、 ターゲッ ト ノ ー ドで HP Operations Agent 11.xx を インスト ールし ようと したとき
に、 inst.sh スク リプト が失敗します。 次の出力が表示さ れます。

Trying to contact HPOM at <target_win_node> (still 40 cycles) ...
16
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The following error appears in System.txt:

 (depl-81) Unable to deploy 'OVO-Agent.xml' to node '<target_win_node>'.

Exeinst failed (depl-385) Command 'oasetup.exe -install  -no_start -no_boot  ' failed with the return 
code '10001' on the node '<target_win_node>'^M

0: ERR: Wed May 23 14:31:58 2012: ovdeploy (14535/1): (depl-84) Unable to download 'oainstall.log' 
from node '<target_win_node>'.^M

解決策

標準の管理サーバーベース (オプショ ン = 1) のインスト ール方式を使用します。

症状 QCCR1A174851
/tmp ディ レクト リに十分な空き容量がない場合に、 管理 UI を インスト ールできない

/tmp ディ レクト リに十分なディ スク容量がない場合に、 管理 UI を インスト ールできません。
/var/opt/OV/log/OpC/mgmt_sv/installation.log.verbose ログフ ァイルに次のエラーメ ッ セージが表示さ
れます。

WARNING: /tmp does not have enough disk space!

解決策

この問題を解決するには、 次の手順に従ってく ださ い。

1. 新し いターミ ナルウィ ンドウで、 次の操作を行います。

a. /tmp ディ レクト リで、installation.log.verbose ログフ ァイルの記載と同じく らいの空き容量がある

こ とを確認します。

b. /opt/OV/bin/OpC/install/checkpoints.conf フ ァイルから次の行を削除します。

CONFIGURE.INSTALL_ADMINUI:DONE

c. /opt/OV/OMU ディ レクト リを削除します。

2. 以前のインスト ールで使用したターミ ナルウィ ンドウで、 管理 UI のインスト ールプロセスを  repeat オプショ ン

を選択して再度行います。

HPOM 管理 UI をインスト ールしています . . . . . . . . . . . . 失敗

[repeat,skip,back,exit,?]: repeat

症状 QCCR1A174234
イベント スト ー ムが実際に発生する前に、 最後のメ ッ セージがイベント スト ー ムフィ ルターで誤って除外さ れる
こ とがある

イベント スト ー ムが実際に発生する前に、 最後のメ ッ セージがイベント スト ー ムフィ ルターコ ンポーネント で
誤って除外さ れるこ とがあります。 この現象は、 flood_gates.conf フ ァイルの PERIOD パラメ ータが最短間隔
(1 分) に設定さ れている場合に発生するこ とがあります。

解決策

flood_gates.conf フ ァイルの PERIOD パラメ ータは最短間隔 (1 分) に設定しないでく ださ い。 このパラメ ータ
には 2 分以上の間隔を設定し、 RATE パラメ ータの再計算を適宜行ってく ださ い。 たと えば、 次のように値を変更
します。

RATE=3

PERIOD=1

上記を次のように変更します。

RATE=6

PERIOD=2
17
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症状:
同時エージェ ント インスト ールのインスタ ンスの数が制限さ れていない

複数エージェ ント の同時インスト ールを有効にしている (OPC_AGT_MULTI_INST が TRUE に設定さ れている) 場合

は、 同時に実行でき るエージェ ント インスト ールのインスタ ンスの数は制限さ れません。 オペレーティ ングシス
テ ムに関する数 (ユーザーカーネルパラメ ータ あたりの最大プロセス数や最大オープンフ ァイル数など) のみ制限

さ れます。

解決策

複数のエージェ ント を同時にインスト ールする場合は、 実行するインスト ールインスタ ンスの数に留意してく だ
さ い。 少数のインスタ ンス (たと えば、 10 個のインスタ ンスなど) から始め、 インスト ールに問題が発生しない場
合には、 妥当な数 (20や30など) に増やすことをお勧めします。

IPv6 プロト コ ル

症状 QCCR1A168997
IsIPV6Enabled 変数が TRUE に設定さ れている場合、 IPv4 リ モート エージェ ント  (11.13.007) のインスト ールが

失敗する

IPv6 環境では、 IsIPV6Enabled 変数を  TRUE に設定する必要があります。 ただし、 この変数が TRUE に設定さ れ

ている場合、 IPv4 リ モート エージェ ント  (11.13.007) のインスト ールは失敗します。

解決策

こ れを回避するには、 次の手順に従ってく ださ い。

1. IPv4 エージェ ント を インスト ールする前に、 一時的に IsIPV6Enabled 変数を  FALSE に設定します。 こ れを

行うには、 次のコマンドを実行します。

ovconfchg -ns sec.cm.server -set IsIPV6Enabled FALSE
2. 次のコマンドを実行して、 証明書サーバーを再起動します。

ovc -restart ovcs

SiteScope 統合

症状:

新し い Tomcat パッ ケージ 07.00.053 が原因で、 SiteScope を  Java GUI から使用できません。

解決策

1. /opt/OV/nonOV/tomcat/b/www/webapps/topaz/WEB-INF/web.xml フ ァイルで、 <!-- と  --> を使用し

て 203 行前後を次のようにコメ ント アウト します。

<!--
        <taglib>
            <taglib-uri>/tags/jstl-core</taglib-uri>
            <taglib-location>/WEB-INF/act/tlds/c.tld</taglib-location>
        </taglib>
-->

2. /opt/OV/nonOV/tomcat/b/conf/catalina.properties フ ァイルの末尾に次の行を追加します。

org.apache.jasper.compiler.Parser.STRICT_WHITESPACE=false

3. 以下の方法で ovtomcatB  プロセスを再起動します。

/opt/OV/bin/ovc -restart ovtomcatB
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症状: 

SiteScope 検出ポリシーが設定さ れている場合に、 AutoDiscovery サービスが Java GUI に表示さ れません。

解決策

AutoDiscovery サービスを次のように手動でオペレータに割り当てます。

/opt/OV/bin/OpC/opcservice -assign opc_adm AutoDiscovery
Java GUI

症状 QCCR1A166339
取り外した Java GUI ウィ ンドウが前面に移動しない

ウィ ンドウマネージャから実行さ れている場合、 取り外した Java GUI ウィ ンドウは前面に移動しません。

メ インウィ ンド ウで使用でき るメ ニューには、 取り外したすべてのウィ ンド ウに関する項目が含まれてはいませ
ん。 取り外したウィ ンドウを前面に移動する項目がありません。

解決策

Windows ク ライアント の Java コ ンソールを使用し、 ウィ ンドウマネージャの制限を回避してく ださ い。

症状 QCCR1A170203
アプリケーショ ンからフォーカスが外れると、 Web ブラウザでキーボードを使用できない

アプリケーショ ンからフォーカスが外れると、 アプリケーショ ンにフォーカスが戻るまで Web ブラウザでキー

ボードを使用できません。

解決策

1. デスクト ッ プ Java GUI を使用します。

2. Java GUI を アプレッ ト と して使用する場合は ( キーボードのみ使用 )、 フォーカスが外れた後で Java GUI ア
プリケーショ ン内をク リッ ク します。 こ れにより、 フォーカスがアプレッ ト に戻ります。

管理 UI

症状 QCCR1A156408
opcmsgsrpt ツールを使用するメ ッ セージレポート でエラーが報告さ れる

ユーザーを指定する際に opcmsgsrpt ツールの -n パラメ ータが欠落していると、 エラーが表示さ れます。

解決策

レポート を編集し、 プログラ ムフィ ールドでツール名の後に -n パラメ ータを追加します。

症状 QCCR1A170186
[検索] -> [検索対象] ページのネッ ト タ イプに誤りがある

[HPOM] -> [検索] -> [検索対象] で [ノ ード ] を選択したときに表示さ れるネッ ト ワーク タ イプリスト に、 無効な値

が含まれています。

解決策

次のオプショ ンを無視します: 「SNA」、 「Novell」、 「DEC」

症状 QCCR1A158228
オペレーショ ン後にメ ッ セージで D_policytype ラベルが解決さ れない

オペレーショ ンの終了後、 使用さ れたポリシータ イプの代わりにメ ッ セージボッ クス内に D_policytype ラベル

が表示さ れます。たと えば、ポリシータ イプを選択した後に、 アクショ ンメ ニューから  [ショ ッ ピング カート に追

加] を実行します。
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解決策

現在のところ、 利用可能な解決策はありません。

症状 QCCR1A172235
メ ニューに無効なオプショ ンがある場合に、 アクショ ンまたは参照メ ニューからキーボード フォーカスが失われる

無効なオプショ ンのあるオブジェ クト でアクショ ンメ ニューを開き  (例: [HPOM]-> [参照] -> [すべてのノ ード ])、
[ノ ードを有効化...] オプショ ンが現れるまでメ ニューをたどると  (矢印を使って下方向に移動)、フォーカスが失わ

れます。

解決策

矢印を使って上方向に移動して、 無効なオプショ ンをスキッ プします。

症状 QCCR1A172201
[ノ ードデフォ ルト の詳細] ページで、 non_ip/other/other のマシンタ イプ属性の値が正し く ない

non_ip/other/other を選択するか、 ノ ードデフォ ルト のリスト のアクショ ンメ ニューから  [表示] をク リッ ク し

た場合、表示さ れる詳細ページに non_ip/other/other ではなく  Machine type 属性値 other other が表示さ

れます。

症状 QCCR1A174964
正常起動後に管理 UI を アッ プグレードできない

管理 UI アッ プグレードプロセスが正常に起動すると、 次のメ ッ セージが表示さ れます。

HPOM 管理 UI をアップグレード しています . . . . . . . OK

[repeat,skip,back,exit,?] :

解決策

リターンコードが OK の場合は、 skip オプショ ンを選択して操作を続けます。

HPOM 管理 UI をアップグレード しています .. . . . . . OK

[repeat,skip,back,exit,?] : skip

症状 QCCR1A175109
管理 UI のパスワード ツールの実行中に jetty.xml フ ァイルが見つからない

管理パスワード ツールで jetty.xml フ ァイルの暗号化さ れた管理 UI パスワードを変更し ようと すると、 次のエ

ラーが表示さ れます。

更新するファイルが見つかりません: /opt/OV/OMU/adminUI/conf/jetty.xml

この現象は、 管理 UI のパスワード ツールが相対パスを使用しているため発生します。

解決策

管理 UI のパスワード ツールコマンドは、 必ず /opt/OV/OMU/adminUI ディ レクト リで実行してく ださ い。

症状 QCCR1A175073
ショ ッ ピングカート メ カニズムを使用して要素を ダウンロードすると応答が停止する

管理UI のショ ッ ピングカート メ カニズムを使用して要素を ダウンロードすると、 プロセスの応答が停止します。

解決策

[Stop loading this page] ブラウザボタ ンをク リッ ク し、 ダウンロードをやり直してく ださ い。
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症状 QCCR1A175206
管理 UI のスマート カードと  Internet Explorer の諸問題

管理 UI 用のスマート カード証明書を  Internet Explorer で初めて読み込むと、 スマート カードパスワードの入力を

求めるプロンプト が表示さ れます。 パスワードを入力しても、 管理 UI のログオンページは開きません。 ログオン

ページは、 管理 UI を再ロードし、 証明書の一覧から正し い証明書を再度選択しないと開きません。 新たに起動し

た管理 UI では、 適切なスマート カード証明書が使用さ れます。

解決策

Firefox または Google Chrome を使用してく ださ い。 Firefox の場合は、 CAC リーダーをセキュ リティ デバイスと

して使用するように設定する必要があります。

ローカ ライズ

症状 QCCR1A174059
opcragt または opcsv -version の出力の日付フォーマッ ト が翻訳さ れていない

opcragt または opcsv -version の出力の日付フォーマッ ト は翻訳さ れていません。 英語で表示さ れます。

症状 QCCR1A174055
[About Java GUI] フォー ムの日付フォーマッ ト が正し く ない

[About Java GUI] フォー ムで、 ビルド日に関連するメ ッ セージが米国の日付フォーマッ ト になっています。

症状 QCCR1A174063 opchealth2txt.sh の使用方法の翻訳が正し く ない

opchealth2txt.sh -h の出力が正し く 翻訳さ れていません。 また、 health オプショ ンと  status オプショ ンの説

明が同じです。

解決策

正し いオプショ ン形式の説明は次のと おりです。

• health <ヘルスレコード> : ヘルスレコードをローカ ライズさ れたテキスト に変換します

• status <ステータスレコード> : ステータスレコードをローカ ライズさ れたテキスト に変換します

• issue <問題レコード> : 問題レコードをローカ ライズさ れたテキスト に変換します

HPOM 9.xx リ リース

HPOM 9.xx リ リースで明らかになっている問題、 制限事項、 および回避策は、 『HPOM リ リースノ ート 』 のバー

ジョ ン 9.11.100 を参照してく ださ い。
21



HP Operations Manager

ローカ ル言語のサポート
ローカ ル言語のサポート

HPOM は、 多言語環境で使用できます。

HPOM 管理サーバー上の認定エンコーディ ングとキャ ラクタ  セッ ト

HPOM 管理サーバーと  Oracle データベースのホスト システ ムに設定する必要がある認定エンコーディ ングと

キャ ラク タセッ ト は以下のと おりです。

• HPOM ノ ードのエンコーディ ング キャ ラク タ  セッ ト : UTF-8

• Oracle データベースのコード  セッ ト : AL32UTF8

• Linux 言語変数 LANG: 

— 英語: en_US.UTF-8、 en_GB.UTF-8

— スペイン語: es_ES.UTF-8

— 日本語: ja_JP.UTF-8

— 韓国語: ko_KR.UTF-8

— 簡体字中国語: zh_CN.UTF-8

ド イツ語やフ ランス語など、 その他のロケールもサポート さ れています。 サポート さ れるキャ ラク タセッ ト につ
いては、 『HPOM 管理者リフ ァレ ンスガイド』 を参照してく ださ い。

重要 UTF-8 は、 HPOM データベースでサポート さ れる唯一のエンコーディ ングです。
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サポート のローカ ライズ

HPOM 9.20 は、 以下の言語にローカ ライズさ れたサポート を提供します。

• 日本語

• 韓国語

• 簡体字中国語

• スペイン語

このサポート の範囲は言語ごとに異なります。 各言語のサポート 内容を以下の表にまとめています。

注記 ローカライズされたマニュアルの最新バージョ ンについては、以下の Web サイト でご確認く ださい。

http://support.openview.hp.com/selfsolve/manuals

表 1 ソ フト ウェ アのローカ ライズ

ロケール 英語 日本語 韓国語 簡体字中国語 スペイン語

管理 UI ✔ ✔ ✔ ✔ ✔
Java GUI ✔ ✔ ✔ ✔ ✔

マニュ アルページ ✔

インスト ール ✔ ✔ ✔ ✔ ✔
HTTPS 
エージェ ント
メ ッ セージ 
カタ ログ

イベント  
アクショ ン

✔ ✔ ✔ ✔ ✔

組み込み 
Performance 
Agent

✔

エンコーディ ング / データ

ベースのキャ ラク タセッ ト

UTF-8
AL32UTF8

UTF-8
AL32UTF8

UTF-8
AL32UTF8

UTF-8
AL32UTF8

UTF-8
AL32UTF8

表 2 HPOM 9.20 ドキュメ ント のローカ ライズ

ロケール 英語 日本語 韓国語 簡体字中国語 スペイン語

『HPOM 管理者リフ ァレ ンスガイド』 ✔ ✔

『HPOM コ ンセプト ガイド』 ✔ ✔

『HPOM インスト ールガイド』 ✔ ✔

『HPOM リ リースノ ート 』 ✔ ✔

『HPOM Java GUI オペレータ ガイド』 ✔ ✔

『HPOM 管理 UI ヘルプ』 ✔ ✔

Java GUI オンラインヘルプ ✔ ✔

管理 UI オンラインヘルプ ✔ ✔
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ドキュメ ント の更新情報

HP Operations 管理サーバー、 Java GUI、 および管理 UI の前回リ リース (バージョ ン 9.11) 以降に追加または更

新さ れたユーザードキュメ ント は、 次のと おりです。

• 『HPOM Server Configuration Variables』 

• 『HPOM Open Source and Third-Party License Agreements』

• 『HPOM コ ンセプト ガイド』

• 『HPOM 管理者リフ ァレ ンスガイド』

• 『HPOM 管理サーバーインスト ールガイド』

• 『HPOM Java GUI オペレータ オンラインヘルプ』

• 『HPOM Java GUI オペレータ ガイド』1

• 『HPOM 管理 UI オンラインヘルプ』

• 『HPOM 管理 UI ヘルプ』2

• 『HPOM Reporting and Database Schema』

• 『HPOM Firewall Concepts and Configuration Guide』

• 『HPOM Service Discovery and Topology Synchronization Guide』

• 『HPOM Deploying SiteScope Configuration Guide』

• 『HPOM Web Services Integration Guide』

• 『HP Correlation Composer User’s Guide for HPOM and HPNNM』

• 『HPOM MessageStorm Detection White Paper』

• 『HPOM Licensing Best Practices and Reporting White Paper』

• 『HPOM High Availability Through Server Pooling White Paper』

• 『HPOM Installing HP Operations Agents Using Clone Images』

1. Java GUI オンラインヘルプの PDF 版
2. 管理 UI オンラインヘルプの PDF 版
24



HP Operations Manager

ドキュメ ント の正誤表
ドキュメ ント の正誤表

以下の項目は、 ドキュメ ント に正し く 記述さ れていません。

場所

誤り

訂正

『HPOM コ ンセプト ガイド』

非管理対象ノ ードの管理に関する説明に間違いがあります。

非管理対象ノ ードを管理する際に、 プロセスは停止さ れません ( 該当ノ ードに関する

メ ッ セージが破棄さ れるだけです )。

場所

誤り

訂正

『HPOM 管理サーバーインスト ールガイド』

次のテキスト がありません。

/tmp ディ レクト リに十分な空きディ スク容量があるこ とを確認してく ださ い。 ディ スク

容量が不足している場合は、 管理 UI を インスト ールできないこ とがあります。
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HP ソ フト ウェ アサポート

以下の場所にある HP ソ フト ウェ アサポート  Web サイト を ご利用いただけます。

www.hp.com/go/hpsoftwaresupport

このサイト では、 HPのお客様窓口のほか、 HPソ フト ウェ アが提供する製品、 サービス、 およびサポート に関する

詳細情報を ご覧いただけます。

HP Software オンラインソ フト ウェ アサポート は、お客様がご自身で問題を解決するための情報を提供します。お

客様のビジネスを管理するのに必要な対話型の技術サポート ツールに、素早く 効率的にアクセスできます。サポー
ト 契約さ れているお客様がサポート サイト で実行でき るこ とは以下のと おりです。

• 関心のあるナレッ ジドキュメ ント の検索

• サポート ケースの登録と エンハンスメ ント 要求のト ラッ キング

• ソ フト ウェ アパッ チのダウンロード

• サポート 契約の管理

• HP のサポート 契約を参照する

• 利用可能なサービスに関する情報の閲覧

• 他のソ フト ウェ アカスタマーとの意見交換

• ソ フト ウェ アト レーニングの検索と登録

一部のサポート を除き、 サポート のご利用には、 HP Passportユーザーと してご登録の上、 サインインしていただ

く 必要があります。 また、 多く のサポート のご利用には、 サポート 契約が必要です。 サポート のアクセスレベル
の詳細を確認するには、 以下の URL にアクセスしてく ださ い。

http://support.openview.hp.com/new_access_levels.jsp

HP Passport に登録して  ID を取得するには、 以下の URL にアクセスしてく ださ い。

http://h20229.www2.hp.com/passport-registration.html 
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保証について

HP製品、 またはサービスの保証は、 当該製品、 およびサービスに付随する明示的な保証文によってのみ規定さ れ

るものと します。 ここ での記載は、 追加保証を提供するものではありません。 ここ に含まれる技術的、 編集上の
誤り、 または欠如について、 HPはいかなる責任も負いません。 ここに記載する情報は、 予告なしに変更さ れるこ

とがあります。

権利の制限

機密性のあるコ ンピューターソ フト ウェ アです。 こ れらを所有、 使用、 または複製するには、 HPからの有効な使

用許諾が必要です。 商用コ ンピューターソ フト ウェ ア、 コ ンピューターソ フト ウェ アに関する文書類、 および商
用アイテ ムの技術データは、 FAR12.211 および12.212の規定に従い、 ベンダーの標準商用ライセンスに基づいて

米国政府に使用許諾が付与さ れます。

著作権について

©Copyright 1993-2014 Hewlett-Packard Development Company, L.P.

商標について

Adobe® および Acrobat® は、 Adobe Systems Incorporated (アドビシステ ムズ社) の登録商標です。

HP 9000コ ンピューターに搭載のHP-UX 10.20以降および11.00以降(32ビッ ト および64ビッ ト 構成) はすべて、

Open Group UNIX 95ブランドの製品です。

Intel®、 Itanium®、 Pentium® はアメ リカ合衆国およびその他の国におけるインテルコーポレーショ ンの登録商標

です。

Javaは、 Oracle Corporationおよびその関連会社の登録商標です。

Microsoft®およびWindows®は、 米国におけるMicrosoft Corporationの登録商標です。

Oracleは、 Oracle Corporationおよびその関連会社の登録商標です。

UNIX® は、 The Open Groupの登録商標です。
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